






〔はじめに〕 

昭和 63 年度の本研究班の研究成果から、研究協議会は、HTLV-1 母子感染の頻度を明確に

する必要性があること、このためには班として HTLV-1 キャリア妊婦から出生した児の長期

追跡調査を行う必要があることを確認した。これを受けて、研究班事務局は「HTLV-1 母子

感染調査票」(以下「個票」)、「授乳法別 HTLV-1 母子感染調査票」(以下「B 票」)を作成

し、昨年度より主任研究者名で調査を開始した。本年度の結果について報告する。 


